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細胞移植 3， 6，12か月後の CT画像を解析した
ところ，経時的に再生骨の骨梁様構造は増加し
た．また骨梁の再生は移植部位全体に認められた．
しかしながら，細胞移植 6か月後の CT画像にお
いてはインプラント埋入部にはまだ骨梁が描出さ
れておらず，骨質と ImageJによる骨梁描出との
関連は明かではなかった．次にソフトウエアによ
る骨梁の定量的解析を行った．再生骨に特有のパ
ラメーターを抽出するため，既存骨と細胞移植 3
か月後の移植部位のデータを比較し，有意差を示
す項目を抽出した．抽出された項目（BV/TV，　
Fractal dimension, TBPf）の経時的変化を検討
したところ， 3か月後から12か月後にかけて徐々
に既存骨の平均値に近づいていった．インプラン
ト埋入が可能であった細胞移植 6か月後のパラ
メーター値は，細胞移植 6か月後における骨密度
の平均値は61％，Fractal dimensionの平均値は
2.25，TBPfの平均値は－0.11（1/mm）であった．
【考察と結語】
　本研究から，CT画像の処理によって人工骨を
排除し，骨梁様構造を抽出する再生骨評価法の可
能性が示唆された．しかしながら，インプラント
埋入が可能であった細胞移植 6か月後においても
インプラント埋入部では十分な骨梁が認められな
い症例が多く，ImageJによる骨梁様構造の描出
画像をインプラント埋入時期の判断に使用するこ
とは困難と考えられた．一方で，CT画像を骨梁
構造計測ソフトにより解析することで，通常の
CT画像の読影のみでは得られない骨の定量的な
解析が可能であった．インプラント埋入が可能で
あった細胞移植後 6か月時のパラメーター値は，
インプラント埋入可能な骨質を CT画像上で評価
するパラメーター値と考えられることから，今後
さらにデータ数を重ねることで，外科処置の前に
インプラント埋入部位の骨質を判定出来る可能性
が示唆された．今後はコーンビーム CT検査な
ど，より解像度の高い画像を用いることで，評価
法としての信頼性が高まるものと考えられた．
CT画像や他のエックス線画像における画像解析
技術の組み合わせによって低侵襲な再生骨の評価
が可能となれば，インプラント治療の予知性を高
めるとともに，適切な治療時期の選択によって患
者の負担軽減につながることが期待される．
